
















































































































































































































































































































































































































































出　身 コジモ1世 フランチェスコ フェルディナンド1世 コジモ2世 フェルディナンド2世 計
フィレンッェ 1 0 2 0 0 3
トスカナ大公国
iフィレンッェを除く）
0 1 0 1 1 3
大公国内封建貴族 0 0 0 0 0 0
イ　タ　リ　ア 1 2 3 1 1 8
外　　　　　国 0 0 1 0 0 1
不　　　　　明 0 2 4 0 0 6
計 2 5 10 2 2 21
ギ家は76，フィレンツェ共和国時代に共和国の役職の中でも最高職といえるプリオーリを23人輩出し
ているが，目立った活動をしたわけではなく，社会的上層の中では中小レベルに位置する家柄といえ
る。君主国時代には官僚のトップである48人議会（セナート）の議員を4人出しているが77，やはり
目立った活動はしていない。フィレンツェの名家が次々と封建的称号を獲得する17世紀においても，
アッリーギ家は称号を獲得することはなかった。しかしアッリーギ家は，フィレンッェの重要な宮廷
役職に複数のメンバーを送り込んでいる。共和国時代においても君主国時代においても，官職におい
て目立つ働きを示すことがなかったこの家は，宮廷職で社会的上昇を図ろうとしたのではないかと考
えられるのである78。
　一方グラッツィー二家については，ほとんど何も分からない。プリオーリも48人議会議員もともに
出していないこの家は，中・下層に属するといえるだろう。タッデイ家は，共和国時代のプリオーリ
を22人，君主国においては48人議会議員を1人出している。上層市民といえるが，その中では下の方
であると考えられる。
　フィレンツェ人3人を見たが，アッリーギ家とタッデイ家は比較的上層の市民の家柄であったが，
グラッツィー二家はそうはいえない。切り分け侍従が身分があまり高くないものによっても担われて
いたことが，ここからも明らかである。少なくとも，フィレンツェの最上層の有力市民の家柄の者た
ちが，切り分け侍従になることはなかったのである。
　フィレンツェ以外のトスカナ大公国の出身者は3人で，アレッツォ出身のインノチェンツォ・バッ
チ（3年間勤務）79，ヴォルテッラ出身のジョヴァン・バッティスタ・インコントリ（接待の切り分
け侍従として5年間勤務）80，サン・ジミニャーノ出身のレオニード・ガムッチ（接待の切り分侍従
として4年間勤務）である81。レオニード・ガムッチは，出身地がサン・ジミニャーノという小さい
町であることもあり，詳細は分からない。バッチ家とインコントリ家はそれぞれの都市の名家であり，
とくにインコントリ家は，フィレンツェの宮廷に多くのメンバーを送り込んでいる。ジョヴァン・バッ
ティスタ自身は1610年にフィレンツェ市民権も獲得している82。ジョヴァン・バッティスタとの関係
は明らかではないが，同時期に宮廷で活躍した同じインコントリ家のアッティリオ（1579－1647）は，
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30年以上も侍従として勤めていた83。その息子のフェルディナンド（1613－1680）はフェルディナン
ド2世の宮廷で仕え，従者，侍従となり，最後には執事にもなっているan。このフェルディナンドは，
1665年にフェルディナンド2世によってモンテヴェルディ・カンネートを封土として与えられて侯爵
になり，1666年には48人議会議員にもなっている。インコントリ家はヴォルテッラ出身ではあるが，
宮廷役職によってフィレンッェのエリートの社会に食い込んできた一族である。サント・ステファノ
騎士団にも設立当初から多くの騎士を送り込んでいる。
　インコントリ家の例は，アッリーギ家の例と類似している。どちらも名家ではあるが，アッリーギ
家は共和国時代にはそれほど活躍しておらず，インコントリ家はフィレンツェ出身ではなかった。そ
のために官職による出世はあまり期待できなかったが，宮廷役職によってエリートとなったのである。
もちろん出世のためにもっとも望ましい宮廷役職は侍従などの役職であったと思われるが，技術さえ
あれば，君主と接触できる切り分け侍従の仕事に就くことも，一族の出世のためにプラスとなったで
あろう。
　出身の中で最も多いのがイタリア人で，8名いる。かなりの名家の名前もあるが，おそらく分家か
長男以外のものであると考えられる。というのも，誰も封建的称号を持っていないからである。ナポ
リ出身のアントニオ・ズルロは7年間切り分け侍従を務めた85。ズルロ家はナポリの名家であり，伯
爵の称号を持っているが，アントニオは一般の市民を指す「メッセル」の称号で呼ばれているので，
おそらく分家の出身であろう。ボローニャ出身のアンニバレ・デッレ・アルメは，フィレンツェの宮
廷に小姓として仕えた後ee，切り分け侍従となった87。パンフィリオ・パンフィーリも，小姓として
仕えた後に99，従者になり，その後切り分け侍従として6年間勤めた89。パンフィーリ家はローマの
名家であり，17世紀には教皇も輩出しているgo。教皇領のペルージャ出身のチェゼーリ・グアルティ
エーリは，接待の切り分け侍従として12年間勤めた91。サッビオネタ出身のファビオ・ラニエーリは
7年，マントヴァ出身のジュリオ・フォデーリは4年92，切り分け侍従を務めた。ローディのグアッ
ツォー二家からは，ルイージとコジモという2人の切り分け侍従を出している。しかしルイージは2
年，コジモは1年間しか宮廷給料簿に記載がない。ルイージは，コジモ1世の引き立てによって宮廷
に入ってきたことがわかっている93。
　切り分け侍従はイタリアの各地から来ていた。地域はばらばらで，そこに何らかの特色を見ること
はできない。ナポリには優秀な切り分け侍従が多いとも言われていたが，そのナポリ出身の切り分け
侍従は1人のみである。
3）切り分け侍従と一族
　本節では，それぞれの切り分け侍従が宮廷の中でどのような位置づけにあったのかを見ていくこと
にする。まず最初に切り分け侍従がその特殊な技のためだけに雇われていたのかどうかを考察するた
めに，21人の切り分け侍従が宮廷で他の役職に就いているのかどうかを見ていくことにする。
21人中，切り分け侍従の仕事しか行なっていないものは14人いる（そのうち一人は小姓を経験して
いる）。それ以外の7人は，切り分け侍従以外の役職にも就いている。どのような役職についている
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のだろうか。
　切り分け侍従以外の役職を複数担当した経験を持つものもいるので，ここでは延べ人数で見ていく
ことにしたい。たとえば切り分け侍従のほかに，侍従と食事監督官の経歴を持つ者がいた場合，それ
ぞれの各役職でカウントすることにする。
　まず侍従職に就いたものが3人いる。侍従は，封建的称号を持つ者やフィレンツェの有力市民が就
く重要な役職である。フランチェスコ・アッリーギとパンフィリオ・パンフィーリ，ピエトロパオロ・
タッデイがその3人である。フランチェスコ・アッリーギの場合，1598年から1611年までは切り分け
侍従であり，同年から侍従として宮廷給料簿に記載が現れる94。その後1636年に1年のみ再び切り分
け侍従となっている95。若いころに切り分け侍従を務め，その功績によって，あるいは切り分け侍従
としては年をとったため，侍従となったと考えられるだろう。パンフィーリは，1589年に従者として
記載されているが，1592年から1596年までは切り分け侍従，その後侍従（1599－1618年）となっている。
彼は名家の出身であり，そのための昇格かもしれない。タッデイは，1594年に接待の切り分け侍従と
して宮廷給料簿に現れ，その後，1596年までは切り分け侍従と書かれているが，1597年に侍従とな
るos。その後1598年には副切り分け侍従sottotrincianteとなり，1599年と1600年には再び切り分け侍
従となっている。1年のみの侍従なので，記載ミスの可能性もある。彼の称号は一般市民に対するメッ
セルであり，再び切り分け侍従となっていることもあり，彼の場合は，あくまで切り分け侍従として
雇用されていたと考えるべきであろう。
　食事監督官または副食事監督官の役職に就いたものが4人いる。食事監督官は侍従以上の報酬をも
らうこともある高位の役職であり，切り分け侍従を含む食にかかわるすべての役職を管理している。
食にかかわるという点では，切り分け侍従と同じであり，切り分け侍従の直接の上司である。食事監
督官になっている者は，侍従にもなっていたフランチェスコ・アッリーギ，インノチェンツォ・バッ
チ，オッタヴィアーノ・コンティ，レオニード・ガムッチ，ジョヴァンニ・サーリである。アッリー
ギは，切り分け侍従から侍従になったのに，1632年と1635年の2年のみ食事監督官になっているため，
臨時についた役職であったと思われる。バッチも1575年から1583年までの切り分け侍従として活動し
た期間のうち，1579年の1年のみ食事監督官になっている。オッタヴィアーノ・コンティは，1569年
から1583年まで切り分け侍従として勤めているが，1579年のみ食事監督官である。ガムッチの場合は，
切り分け侍従として現れるのは1635年の1年のみであり，1594年に初めて登場した時以来，接待部の
副食事監督官として宮廷給料簿に現れることが多い（1626年以降には副家政監督官になる）97。彼が
切り分け侍従のテクニックのために雇われたとは言えないであろう。したがってガムッチは別として，
食事監督官を務めた者はみな1年か2年のみ臨時にその職に就いたと考えられ，侍従になったアッ
リーギを除くと，残りの二人はあくまで切り分け侍従として雇用されていたと考えられる。
　その他の役職は1人ずつしかいない。従者と家政監督官である。従者と家政監督官も貴族や有力市
民が就くことのある高位の役職である。従者となったのは，ジョヴァン・バッティスタ・インコント
リであるが，彼が仕えた1610年から20年のうち，最後の1620年にのみ切り分け侍従としても従者とし
ても名前が出てくる。家政監督官は，前述したレオニード・ガムッチで，1626年と1627年に副家政監
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督官になっている。またジョヴァンニ・サーリは1583年から1594年まで切り分け侍従を務めている
が98，1562年にもジョヴァンニ・ディ・ピエロ・サーリという人物が宮廷給料簿に現れており，その
仕事は小姓たちの食事監督官となっている99。その後1583年まで宮廷給料簿には現れないが，もし同
一人物であるとしたら，この期間に切り分け侍従として訓練を積んでいた可能性もある。
　以上の例をみてみると，フランチェスコ・アッリーギ，パンフィリオ・パンフィーリ，そしてレオ
ニード・ガムッチの事例を除くと，切り分け侍従から他の職に移ったと言えるものはいないことに気
づく。他の職に就いたとしてもあくまで臨時的なもので，切り分け侍従として雇われたものは，また
切り分け侍従に戻るのである。しかも切り分け侍従以外の職についていない者がもともと3分の2近
くいることから，切り分け侍従はあまり他の役職には就かないと言える。やはり切り分け侍従はtそ
の特殊なテクニックを期待されて宮廷にやってきた者たちであると考えられるだろう。
　次に切り分け侍従の職に就いていた者が，単身宮廷に入ったのか，それとも切り分け侍従以前に，
一族のほかの者が宮廷に入っていたのかについてみていこう。既に宮廷に複数の役職者を送り込んで
いる家から切り分け侍従を出した例が多ければ，一族内で手先の器用な者を切り分け侍従として宮廷
に送りこんでいたと考えられるし，ある程度有力な家から切り分け侍従が出されていたことを示す。
一方，一族とは関係なく一人でフィレンツェの宮廷に入ったものが多ければ，それは個人的な技量に
よって，切り分け侍従がリクルートされていた可能性が高いことを示すだろう100。
　21人の切り分け侍従のうち，宮廷給料簿に同じ苗字のものが現れない人物は12人いる。彼らはみな
フィレンツェ以外の出身である。この12人のうち，切り分け侍従として雇用されたわけではなかった
と考えられるレオニード・ガムッチとローマの名家出身のパンフィリオ・パンリーフィ，ジョヴァン
ニ・サーリの三人を除いた9人は，他の役職についてない。1580年代は宮廷給料簿の記録に欠落があ
るため，正確な活動期間は分からないが，欠落がある期間に活動している者を除くと，4年から12年，
切り分け侍従として活動している。彼ら9人は，その切り分け侍従としての技術を期待されて，単身
フィレンツェの宮廷にやってきたものだったと考えられるだろう。
　次に同じ名字の者が複数人宮廷給料簿に現れる例を見てみよう。グアッツォー二家のルイージとコ
ジモは，どちらも切り分け侍従である。ルイージは1564年に小姓として宮廷給料簿に現れ，その後
1574年のみ切り分け侍従として記載されている101。一方コジモは1610年と1611年に切り分け侍従とし
て記載されている102ρ宮廷役職者ではないが，ローディ出身のチェーザレ・グアッツォー二という人
物が，1543年にトスカナ大公国の軽騎兵になっており103，彼は1564年に軍人として仕えた功績のため
に年180スクーディの年金をコジモ1世から授与されている104。このチェーザレが，ルイージの父で
ある可能性は高い。グアッツォー二家の二人はどちらも切り分け侍従であるが，期間が2年以下と短
いため，切り分け侍従の技術を期待されていたわけではない可能性が高いだろう。
　コンティ家について，この名字を持つ者は宮廷給料簿に何人か出てくるが，一般的な名前であり，
また明らかに出身の違うコンティ家が存在するため，同じコンティ家を同定するのが不可能である。
　残りの6人は，切り分け侍従以外の宮廷職に就いた者がいる家の出身である。人数が多い順に見て
いこう。インコントリ家には，切り分け侍従以外に7人の宮廷役職者がいる。時代順に見ていくと，
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最初に現れるのはジョヴァン・バッティスタ・ディ・ゲラルドで，1547年のみ宮廷人食堂の食事監督
官として記録に残っているIo5。次に1610年に，切り分け侍従のジョヴァン・バッティスタ，侍従のアッ
ティリオ，侍女としてアッティリオの娘ポルッィアが記録にあらわれる106。1621年にはマリア・ゴス
タンッァという女性とアッティリオの娘アンナ・イザベッラの二人が1年間のみ記載されているが，
役職名は書いていない107。アッティリオの二番目の妻エリザベッタも1633年から1648年まで宮廷給料
簿に名前が記載されるが，役職は不明である108。最後にアッティリオの息子フェルディナンドが従者
から始めて，侍従となり，最後には執事となって宮廷を統括する立場にまでなっている。このように
インコントリ家は多くの宮廷人を出すが，かなり早い時期に1年のみ宮廷給料簿に現れる食事監督官
のジョヴァン・バッティスタを除くと，その他のインコントリ家のメンバーが宮廷給料簿に登場する
のは1610年以降のことである。したがって，ジョヴァン・バッティスタはもともと持っていた技量を
見込まれて，切り分け侍従として採用された可能性が高い。
　アッリーギ家は，切り分け侍従以外に5人の宮廷役職者がいる。最初に宮廷給料簿に登場するのは
アレッサンドロで，1561年と1567年に礼拝堂つき司祭として登場するlo9。次に現れるのはジョヴァン
ニで，1565年から1595年まで約30年間従者として活動している110。同じ1565年には，カミッラ・アッ
リーギが1574年まで侍女として活動し111，1574年1年問のみ，コスタンツァ・アッリーギが侍女になっ
ている112。ジョヴァンニの息子アレッサンドロは1574年から1580年まで従者として活動している113。
最後に登場するのが切り分け侍従として活動したフランチェスコである（1598年から）。フランチェ
スコはすでに多くの宮廷人を輩出した一族の生まれであり，父親は従者として活動したアレッサンド
ロで，その父親はジョヴァンニであるから，3代続けて宮廷人だったことになる。しかもフランチェ
スコは小姓として若くから宮廷に入っていたことが分かっている114。彼の場合，素質を見込まれて，
宮廷で訓練を受けた可能性もあるだろう。
　タッデイ家には1594年から切り分け侍従を務めたピエトロパオロのほかに，1620年に書記として記
録されているジスモンドと礼拝堂つき司祭として1626年に記録されているサルヴァトーレがいる115。
両者とも，宮廷に仕えるようになったのはピエトロパオロより後のため，ピエトロパオロは，切り分
け侍従としての技量のために，宮廷に入った可能性が高いだろう。
　その他の家は，切り分け侍従本人を除くと1人の宮廷役職者しかしない。バッチ家は，1575年から
1583年まで切り分け侍従として活躍したインノチェンツォ以外に，1564年に小姓として記録されてい
るルドヴィコがいる116。しかしその後ルドヴィコが宮廷で活躍した記録はない。インノチェンッォ自
身も切り分け侍従として活動を始めた1575年に，小姓としての記録もある117。インノチェンツォがそ
れ以前から小姓として勤め，その間に切り分け侍従として才能を見込まれて，その後宮廷に採用され
た可能性があるだろう。
　グラッツィー二家には，1560年から1580年まで切り分け侍従を務めたオラーツィオのほかに，1563
年から宮廷の書記となったベルナルディーノがいるll8。ベルナルディーノが宮廷給料簿に現れるのは
1563年であるが，すでに1557年に駐スペイン大使ベルナルデット・ミネルベッティが送った書簡にベ
ルナルディーノが書記として登場している119。グラッッィーニー族には，彼ら以外に，書記の職に就
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いていたトッマーゾ・グラッツィー二がいる120。グラッツィー二家は書記のベルナルディーノを通じ
て宮廷に知られていた一族であり，そのコネクションを通じて，技量をもっていたオラーツィオがリ
クルートされたと考えられる。しかしグラッッィー二家は，オラーツィオを除けば，書記のベルナル
ディーノしか宮廷に入っていなかったため，とくにオラーツィオが事前に切り分け侍従として訓練を
受けたわけではなく，手先の器用さを買われたのではないだろうか。
　最後のペーコリ家には，1603年から接待の切り分け侍従を務めたジョヴァンニのほかに，1660年と
1666年に侍従として活動したベルナルドがいる121。ジョヴァンニの活動時期がベルナルドよりかなり
早いことから，ジョヴァンニは自らの技量によってリクルートされたといえるだろう。
　以上の同じ一族が宮廷内にいたかどうかを分析した結果，21人のうち12人は単独で宮廷に入ってお
り，そのうちの9人はほかの役職にも就いていないものであり，切り分け侍従の技術を期待されて，
フィレンツェの宮廷に雇用された可能性が高いと考えられる。残りの9人のうち，1年ずつしか切り
分け侍従になっていないグアッッォー二家の2人，同じ一族のメンバーが不明のコンティ家の1人を
除くと，切り分け侍従が一族の中で最初に宮廷に入った，すなわち切り分け侍従としての技量を期待
されてリクルートされた可能性が高い者（4人），あるいは宮廷で何らかの訓練を受けた可能性があ
る者（2人）であった。したがって，21人中13人は宮廷人を輩出している有力な家からの出身ではな
く，何らかのコネクションを通して，すでに技術あるいは素質（手先の器用さ）を持っている者を，
即戦力として活躍できる切り分け侍従としてリクルートしたと考えられる。宮廷で何らかの訓練を受
けた可能性のある者は2人しかおらず，組織的な訓練は行われていなかったと考えるのが妥当であろ
う。
おわりに
　切り分け侍従は，宮廷職の中でもかなり特殊な職であった。「空中での切り分け」や食事の際のパ
フォーマンスを要求され，饗宴の際には衆人環視の中でそれを失敗することなく行わなければならな
いo
　実際に切り分け侍従だったチェルヴィオは，貴族などが就く高位の職であるとしていたが，本人が
そうでなかったことからもわかるように，そしてフィレンツェの切り分け侍従たちが示すように，彼
らの出自はそれほど高いものではなかった。宮廷職全体としてはかなり高い地位だが，実際に切り分
け侍従になっている者は，他の侍従などの最高位の宮廷職と比較すると身分は低い。
　食事監督官も，メニューなどを含め宮廷の食を一手に引き受ける職のため，知識が必要であり，専
門性が高い役職であった。しかし単身で宮廷職に就くものの割合は，切り分け侍従と比べると低く，
また一族で食事監督官を複数輩出している家もいくつか存在する。フィレンツェ有力市民層なども食
事監督官となっており，身分は切り分け侍従より高い。
　第3章のはじめに，切り分け侍従の報酬が徐々に低くなることを確認した。その理由として，17世
紀になってフィレンツェの宮廷が洗練され，他の宮廷職に封建的称号の保持者やフィレンツェの有力
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市民が増加し，そのために切り分け侍従の身分が相対的に低くなり，その給料が低下した可能性があ
る。切り分け侍従は，一種の技術職であった。そのために切り分け侍従の習慣が広まっているイタリ
アから，身分をあまり問わずに，ある程度その技術や素質を持った者が広く集められたのではないだ
ろうか。
補遺：切り分け侍従一覧（役職に就いた年代順）
　※　それぞれの情報をA～Fで記したが，不明な場合は書いていない。また16世紀中葉には宮廷給
　　料簿が未整備であり，記録がない年もある。ここには記録にある限りを掲載した。
　【1】　オラーツイオ・グラッツイー二〇razio　Grazzini
　　A）就任年・期間：1559－60，1562－64，1574，1579－80．8年間
　　B）役職：切り分け侍従
　　C）称号：メッセル
　　D）報酬：15スクーデイ
　　E）出身：フィレンツェ
　　F）備考：1591年3月30日に死亡。ベルナルディーノ・グラッツィー二が書記として活動（1563－
　　　　1579）。また1666年に1年だけレオナルド・グラッッィー二が従者として活動している。
　【2】　アントニオ・ズルロAntonio　Zurlo
　　A）就任年・期間：1562，　1567－1569，1571，　1574－1575．7年間
　　B）役職：切り分け侍従
　　C）称号：メッセル
　　D）報酬：16スクー・・ディ
　　E）出身：ナポリ
　【3】　オッタヴィアーノ・コンティOttaviano　Conti
　　A）就任年・期間：1569，1571，1574－75，1577，1580，　1584．7年間
　　B）役職：切り分け侍従，食事監督官（1579年）
　　C）称号：シニョール
　　D）報酬：16スクーデイ
　　E）出身：不明
　【4】　ルイージ・グアッツォー二Luigi　Guazzolli
　　A）就任年・期間：1574．1年間
　　B）役職：切り分け侍従，小姓（1564年）
　　C）称号：記載なし
　　D）報酬：16スクーディ
　　E）出身：ローディ（ミラノ公国）
　　F）備考：コジモの引き立てあり。もう一人のグアッッォー二家の切り分け侍従コジモの父であ
188
　　　る可能性あり。
【5】　インノチェンツォ・バッチlnnocenzo　Bacci
　A）就任年・期間：1575，1580，1583．3年間
　B）役職：切り分け侍従，食事監督官（1579年）
　C）称号：シニョール
　D）報酬：16スクーディ
　E）出身：アレッツォ（トスカナ大公国）
　F）備考：バッチ家では，彼の他にルドヴィコ・バッチが小姓（1564年）となっている。
【6】アンニバレ・デッラルメAnnibale　dell’Arme
　A）就任年・期間：1580，1583－84，1588．4年間
　B）役職：切り分け侍従，小姓（1575年）
　C）称号：シニョール
　D）報酬：16スクーディ
　E）出身：ボローニャ（教皇領）
　F）1575年に小姓となる。
【7】　ジョヴァンニ・サーリGiovanni　Sali
　A）就任年・期間：1584，1588－1589，1591－94．7年間
　B）役職：切り分け侍従
　C）称号：シニョール・カヴァリエーレ（騎士）
　D）報酬：13スクーディ
　E）出身：不明
　F）備考：1563年に「小姓の食事監督官」としてジョヴァンニ・ディ・ピエロ・サーリが存在。
【8】　シピオーネ・ルンゴScipione　Lungo
　A）就任年・期間：1588，1591．2年間
　B）役職：接待部の切り分け侍従
　C）称号：メッセル
　D）報酬：14スクーディ
　E）出身：不明
【9】　アントニオ・モンガッリAntonio　Mongalli
　A）就任年・期間：1588年，1年間
　B）役職：切り分け侍従
　C）称号：記載なし
　D）報酬：16スクーディ
　E）出身：不明
【10】　オラーツィオ・サンボックッチOrazio　Samboccucci
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　A）就任年・期間：1588－89．2年間。
　B）役職：切り分け侍従
　C）称号：シニョール
　D）報酬：16スクーディ
　E）出身：不明
　F）備考：1596－97年には「かつて大公の切り分け侍従だった」として支払いの記録あり122。
【11】　ジョヴァンニ・デイ・グレゴリオ・ペーコリGiovaIlni　di　Gregorio　Pecori
　A）就任年・期間：1588－89，1592－1610，1612－1620．30年間
　B）役職：接待部の切り分け侍従
　C）称号：メッセル
　D）報酬：14スクーディ
　E）出身：不明
　F）備考：1666年にベルナルド・ペーコリが侍従。
【12】　フランチェスコ・ブオナミーチFrancesco　Buonamici
　A）就任年・期間：1589，1591，1595．3年間
　B）役職：接待の切り分け侍従
　C）称号：記載なし
　D）報酬：10スクーディ
　E）出身：ニコシア（キプロス）
　F）備考：1600年には「かつて切り分け侍従だった」として宮廷給料簿に記載あり123。
【13】　パンフィリオ・パンフィーリPanfilio　Panfili
　A）就任年・期間：1591－96．6年間。
　B）役職：切り分け侍従，フェルディナンド1世の小姓，従者（1589年），侍従（1597－1601，
　　　1618）
　C）称号：シニョール
　D）報酬：16スクーディ（1589年のみ15スクーディ）
　E）出身：ローマ
　F）フェルディナンド1世の小姓だったことが分かっている。
【14】　ピエトロパオロ・タッデイPietropaolo　Taddei
　A）就任年・期間：1594－1596，　1598－1600．6年間
　B）役職：接待部の切り分け侍従，侍従（1597年）
　C）称号：メッセル
　D）報酬：14スクーデイ
　E）出身：フィレンツェ
　F）備考：ジスモンド・タッデイが1620年に書記，サルヴァトーレ・タッデイが1616年に礼拝堂
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　　　つき司祭になっている。
【15】　チェゼーリ・グアルティエーリCeseri　Gualtieri
　A）就任年・期間：1595－1606．12年間
　B）役職：接待部の切り分け侍従
　C）称号：メッセル
　D）報酬：14スクーディ
　E）出身：ペルージャ（教皇領）
【16】　フランチェスコ・アッリーギFrancesco　Arrighi
　A）就任年・期間：1598－1603，1605－1611，1621，1636．14年間
　B）役職：切り分け侍従，侍従（1611年，1613－1619年，1623－1640年），食事監督官（1620年，
　　　1622年，1632年，1635年）
　C）称号：シニョール・カヴァリエーレ
　D）報酬：16スクーディ
　E）出身：フィレンツェ
　F）備考：1640年10月24日死亡。アッリーギ家のその他の宮廷人として，アレッサンドロ・アッ
　　　リーギ（礼拝堂つき司祭，1561，1567年），ジョヴァンニ・アッリーギ（1565－1595年，従者，
　　　食事監督官）カミッラ・アッリーギ（1565－1574年，侍女），コスタンツァ・アッリーギ（1574
　　　年，侍女），アレッサンドロ・アッリーギ（従者，1574－1580年）がいる。
【17】　ファビオ・ラニエーリFabio　Ranieri
　A）就任年・期間：1606－1612，7年間
　B）役職：接待部の切り分け侍従
　C）称号：メッセル
　D）報酬：14スクーディ
　E）出身：サッビオーネタ
【18】　コジモ・グアッッォー二Cosimo　Guazzolli
　A）就任年・期間：1610－1611．2年間
　B）役職：切り分け侍従
　C）称号：シニョール
　D）報酬：12スクーディ
　E）出身：ローデイ
　F）備考：前出のルイージと親子の可能性あり。
【19】　ジョヴァン・バッティスタ・インコントリGiovan　Battista　lncontri
　A）就任年・期間：1610，1617－1620．5年間
　B）役職：接待部の切り分け侍従，従者（1620年）
　C）称号：メッセル
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　D）報酬：14スクーデイ
　E）出身：ヴォルテッラ（トスカナ大公国）
　F）備考：インコントリ家のその他の宮廷人として，ジョヴァン・バッティスタ・ディ・ゲラル
　　　ド（1547年に宮廷人食堂の食事監督官），アッティリオ（侍従，1610－1646年），ポルツィア（侍
　　　女，アッティリオの娘，1610年），マリア・ゴスタンツァ（役職不明，1621年），アンナ・イ
　　　ザベッラ（役職不明，1621年，アッティリオの娘），エリザベッタ（アッティリオの二番目
　　　の妻，役職不明，1633－1648年），フェルディナンド（アッティリオの息子，従者，侍従，執
　　　事）がいる。
【20】　ジュリオ・フォデーリGiulio　Foderi
　A）就任年・期間：1621－24．4年間
　B）役職：切り分け侍従，小姓
　C）称号：シニョール
　D）報酬：14スクーディ
　E）出身：マントヴァ
【21】　レオニード・ガムッチLeonido　Gamucci
　A）就任年・期間：1635．1年間
　B）役職：切り分け侍従，副食事監督官（1595年，1599年，1601－1607年，1609－1618年），副家
　　　政監督官（1626－27年，1652年）
　C）称号：メッセル
　D）報酬：12スクーディ
　E）出身：サン・ジミニャーノ（トスカナ大公国）
1
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Sigismondi，　Prattica　cortigiana〃iorale，　et　economica，　Ferrara，　Vittorio　Baldini，1604，　pp．102－103，
Francesco　Liberati，刀Pεヴ副o〃iaestro・di・casa，　Roma，　Bernabδ，　p．73．マーラカルネは，盗みが行われて
いたことはほぼ確実であるとしている（Malacarne，　Sulla〃iensa　delprincipe，　cit．，　p．23）。
Ib　id．，　P．53
マントヴァの君主フランチェスコ2世は，自分とイザベッラ・デステとの結婚の祝いのために，ウルビー
ノのグイドバルド・ダ・モンテフェルトロ（妻はフランチェスコの妹エリザベッタ・ゴンザーガ）か
ら有名なトロイアの歴史のタペストリーと銀器を借りたという（lbid．，　p．55）。
Ib　id．，　P．59．
Ib　id．．ただし1498年に，ユリウス2世を客として迎えることになったウルビーノ公が，フランチェスコ
2世とイザベッラに，タペストリーなどを貸してくれるよう頼むが，修理が必要で貸せるようなもの
はないとの返事をされたという。
Ibid．，　p．56（E　Amedei，（｝ronaca　universale∂della　citta　di　Mantova，　ristampa，　Mantova，1955，　vol．2，　p．283）
Malacarne，　Sulla〃mensa　delprincipe，　pp，66－67．
Ibid．．
小姓とは，貴族や有力市民の子弟で，宮廷の中で様々な役職を経験しながら，宮廷作法や勉学，武術
や馬術を学ぶものである。フィレンツェの宮廷の小姓については，Iolanda　Protopara，“La　paggeria：
una　sucuola　per　la　giovane　nobilta”，　in　Vavere・a・Pitti，　cit，，　pp．27－44を参照。
F．Priscianese，1）el　governo　della　corte　d’un　signore　in　Roma，　Citta　di　Castello，　Lapi，1883（Roma，1543）．
Ibid．，　p．　IX。彼のヴァルキあて書簡が，　Prosefiorentine，　tomo　IV，　Firenze，　Tartini　e　Fianchi，1744に収め
られている。
Priscianese，　Del　governo∂della　corte，　P．　X．
V．Cervio，　Il　Trinciante　con　1’Aggiunta　di　Reale　Fusoritto，　a　cura　di　Emilio　Faccioli，　Firenze，1979．初版は，
V．Cervio，　Il　Trinciante，　amρilato，　et　ridotto　a　prefettione　dal　cavaliere　Reale　Fusoritto　di　1＞brni　Trinciante
detl711．〃20　et　Rever．〃mo　Signor　Cardinal　Farnese，　Venezia，　gli　Heredi　di　Francesco　Tramezino，1581である。
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Reale　Fusoritto　di　Narni　9’∂Trinciante　de〃7〃．　mo　et　Reソen　mo　Signor　Cardinal　Farnese，　et　al　presente
dell　’lltustrissimo　Signor（］ardinal　Mont　’alto．　Con　diverse　aggiunte　fatte　dal　Cavalier　Reale，　et　dall　’is　tesso　in
guesta　ultima　Impre∬ione，　aggiuntovi　nel／ine　un　breve　Dialogo　detto　ilルlaestro　di　Casa，　per　governo　d’una
Casa　di　qual　si　voglia　Principe　con　li（塀c∫α1加θoθ∫5α7グ，　utile　et　giovevole　a　ogni　Cortigiano，　Roma，　Giulio
Burchioni，　1593に基づいている。
E．Faccioli，“Nota　bibliografica”，　in　Cervio，　Il　trinciante，　cit．，　p，23．
Ibid．．
Ibid．．
Sigismondi，　Prattica　cortigiana　cit．．
Liberati，　Il　Perfetto　maestro　di　casa，　cit．．
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第5章「さまざまな切り分け侍従の意見がどれほど異なっているか，切り分けるためにフォークとナ
イフをどのように使うべきか」において，チェルヴィオはまずフランスとドイツの「偉大な君主たち
の切り分け侍従たち」について語り，その後スペインとナポリについても言及している。Cervio，　ll
trinciante，　cit．，　pp．36－37．
“Perδame　non　pare　cosa　onesta　che　si　debbia　chiamare　trincianti　certe　gentaglie，　le　quali　io　ho　visto
molte　volte　in　Roma，　Venezia，　Bologna，　Fiorenza　e　particolarmente　quasi　per　tutta　la　Loml）ardia，
nelle　case　de　gentiluomini，　cosi　nelle　cene　ordinarie　come　nei　grandi　conviti，　quali　nell’ora　del
mangiare　si　pongono　una　salvietta　innanzi　sotto　la　centura　in　foggia　di　grembiali，　rivoltandosi　le
maniche　indietro　sino　al　gombito，　come　si　volessero　fare　la　beccaria；poi　alla　credenza　con　una　gran
fbrcina　imbroccano　un　cappone　overo　un　gran　pezzo　di　carne，1a　quale　pongono　poi　sopra　un　gran
tagliero　di　legno，　e　con　un　gran　coltello　di　quello　ne　faranno　la　notomia，　tagliando　ogni　cosa　a
traverso　senza　alcuna　considerazione，　ponendo　poi　di　quella　cosi　tagliata　sopra　molti　tondi，　quali
pongono　poi　nel　mezo　della　tavola；”。　Ibid．，　p。34．
乃観，
Claudio　Benporat，　Cucina　e　convivialit∂italiana　nel　Cinquecento，　Firenze，　Oischki，2007，　p．48．
食事監督官についてのマニュアルを書いたチェーザレ・エヴィタスカンダロは，七面鳥のような重い
ものはおいても仕方ないとしている（lbid．，　p．48）。
Priscianese，　Del　governo　della　corte，　cit．，　P．75．
Sigismondi，　Prattica　cortigiana，　cit．，　p．84，　Cervio，　Jl　trinciante，　cit．，　p．11．
Liberati，　Ilpeりfetto　maestro，　cit．，　p．48．
すなわち，最上級の貴族ではなく，そのすぐ下の階層である（gentilhuomini　della　classe　superiore，
Ibid．）。リベラーティは主人が死んだ時にナイフや塩入れ，ナプキンを盗んでいく役職者がいることを
記しながら，その第一の例として食事監督官，第二の例としてが切り分け侍従をあげている（Liberati，
Ilperfetto　maestro　di　casa，versione　1668，　p．19）。
Sigismondi，　Prattica　cortigiana，　cit．，　p．26．
Ibid．，　P．82．
Cervio，　Jl　trinciante，　cit．，　p．30．
ノ’bid．，　p．32．
Jbid．，　P．33．
Ibid．．
“Dico　adunque　che　fa　bisogno　sia　nato　di　onorevole　famiglia，　perch6　a　chi　vuol　servire　alla　persona　di
qualche　gran　signore　giova　molto　1’esser　nato　nobile，　o　almeno　bisogna　essere　benissimo　creato，
perch6　un　uomo　che　sia　modesto　e　dotato　di　buone　creanze　sara　sempre　tenuto　conto　di　lui　tra　ogni
sorte　di　persone”．　Ibid．，　P．32
Jbid．，　P．32．
Ibid．，　P．31．
Malacarne，　Sulla〃mensa∂delprincipe，　cit．，　p．34．
「スペインとナポリには，この仕事に就く十分な人々がいる…」（“In　Spagna’e　in　Napoli，　dove　sono
uomini　su缶ciente　in　questa　professione…”）。　Cervio，　Il　trinciante，　cit。，　p．37．
Ibid．，　P．35．
ASF，　Manoscritti，　f．　321，　cc．365－373（1610）．
Cfr．　Kitada，“L’aristocrazia　fiorentina　nella　corte　medicea”，　cit．，　pp．51－85．
オラーツィオ・グラッツィー二が最初の切り分け侍従である（ASF，　Manoscritti，丘lza　321，　c．72）．
195
イタリアの宮廷における食文化　近世フィレンッェの宮廷における切り分け侍従
71　フィレンツェの宮廷では「接待部」という名称はあまり使われないが，マントヴァの宮廷には，「i接待
　　部foresteria」という部局があり，細かな規則があった。客からプレゼントや心づけをもらうこと厳禁で，
　　破った場合は，職を失うだけでなく，公の決める罰があった。また密告には公からの褒賞がでたとい
　　う　（Malacarne，　Sulla〃mensa　delprincipe，　pp．21－22）Q
72．30年間勤めたのはジョヴァンニ・ペーコリGiovanni　Pecoriである（ASF，　Manoscritti，　filza　321，　c．31，
　　45，78，230，237，242，257，266，275，282，289，294，299，302，305，311，320，324，327，332，340，344，349，355，
　　359，371，　393，　399，411，419，　426，434，　441，447，450，　458，462，469，　473）。ただし確実に切り分け侍従とは
　　いえない期間（宮廷給料簿に役職名の記載がない）がある（1610年から1619年）。また宮廷給料簿に記
　　載されていない期間もあると考えられる。
73　サント・ステファノ騎士団の入団記録については，Gino　Guarnieri，　L’Ordine　di　Santo　Stefano　nella　sua
　　organizzazione　interna，　vol．4，　Elenchi　di　Cavalieri　appartenuti　all’Ordine　l　con　riferimenti　cronologici，　di
　　patria，　di　titolo，　di　vestizione　d’Abito（1562－1859），　Pisa，　Giardini，1966を参照。サント・ステファノ騎
　　士団については，F．　Angiolini，1　cavalieri　e　il　princiρe．　L’Ordine∂di　Santo　Stefano　e　la　societ∂　toscana　in　et∂
　　moderna，　Firenze，　Edifir，1996を参照。
74　フランチェスコ・アッリーギについては，ASF，　Manoscritti，　filza　321，　c．304，306，311，317，323，328，
　　332，341，344，349，356，361，371，389，396を，ピエトロパオロ・タッデイについては，Ibid．，　c．284，290，
　　294，304，307，　313を参照。
75　ASF，　Manoscritti，　filza　321，　c．284，290，　294，　304，307，313．
76　アッリーギ家については，C．　Sebregondi（a　cura　di），Repertorio　dellefamiglie　patrizie　e　nobilefiorentine，
　　Firenze，　fasc．　II　e　III，1951を参照。
7748人議会の議員については，Domenico　Maria　Manni，　ll　senatofiorentino，　Bologna，　Forni，　1975（Firenze，
　　Per　lo　Stecchi　e　il　Pagani，1771）を参照。
78　Cfr．　Kitada，　i’L’aristocrazia　fiorentina　nella　corte　medicea「t，　cit．，　p．62．
79　ASF，　Manoscritti，　filza　321，　cc．12，201，214，221，226．
80　　1bid．，　c．371，438，441，446，451，478．
81　1bid．，　c．284，313，397，573．
82　G．Caciagli，　Ifeudi　medicei，　Pisa，　Pacini，1980，　P．173．
83　ASF，　Manoscritti，　filza　321，　c。226，366，390，393，399，　410，419，　425，　433，　441，445，452，　463，　468，　474，498，
　　502，507，510，516，521，524，533，537，541，569，545，548，552，556，560，563，567，585，590，593，601，611．
841bid．，　c．　571，551，602，　674，　558，560，　564，567，　583，585，591，593，　599，　611，　614，618，622（侍従），543，545，
　　548（従者），673，631，648，650，654，657，　660，　663，　665，667，　669，671，679，　698，　701，703，　711，714，　716，　719，
　　729，722，724，7226，633，640，　742，744，　746，748，750，753（執事）。
85　1bid．，　c．182，186，197，　ASF，　Mediceo　del　Principato，　filza　616，　inserto　19，　c．295v．
86　ASF，　Manoscritti，　filza　321，　c．　929．
87　1bid．，　c．89，224，229，231，233，　ASF，　Miscellanea　medicea，　filza　264，　inserto　20，　c，18r，
88　ASF，　Miscellanea　medicea，　filza　29，　inserto　18，　c．2v．
89ASF，　Manoscritti，　filza　321，　c．258，265，276，283，　291，293（切り分け侍従），248（従者），300，302，　308，
　　312，317，Miscellanea　medicea，　filza　30，　inserto　9，　c．2v（侍従）．
90　ジョヴァンニ・バッティスタ・パンフィーリがインノケンティウス10世として教皇となっている（在
　　位1644－1655年）。
91ASF，　Manoscritti，　filza　321，　c．292－293，　297，303，　305，　312，320，324，328，332，340，344．
92　　1bid．，　c．2，3，21，35，110，140，461，463，467，472．
93コジモ1世は，「私がひきたてた者mio　creato」として彼に言及している（ASF，　Mediceo　del
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　　Principato，　filza　238，　c．120）。
94　ASF，　Manoscritti，　filza　321，　c．198，　402，413，　417，426，　436，442，448，459，469，　475，506，　511，　514，　517，522，
　　526，530，535，538，542，573，546，552，558，561，565．
95　　1bid．，　c．550．
96　　1bid．，　c．298．
97副食事監督官として現れるのは，Ibid．，　c．290，308，320，　327，387，　402。副家政監督官として登場するのは，
　　Ibid．，　c．503，5070
98　ASF，　filza　321，　c．231，235，242，258，265，274，281．
99　　1bid．，　c．166．
100　むろん，宮廷役職者以外のところで何らかの接点があるからこそリクルートされるのであるが，その
　　家にほかに宮廷役職者がいないにもかかわらず，切り分け侍従として単身宮廷に入ったということは，
　　　ポストがないために切り分け侍従に割り当てられたのではなく，切り分け侍従としての技量を見込ま
　　　れて，リクルートされた可能性が高いと考える。
101　ASF，　Manoscritti，　filza　321，　c．77，　81．
102　　1bid．，　c．371，391．
103　　1bid，，　c．18．
104　ASF，　Pratica　segreta，　filza　l87，　c．58v．
105　ASF，　Manoscritti，　filza　321，　c．33．
106　アッティリオについては第2節を参照。ポルツィアについては，Ibid，　c．376．
107　ASF，　Manoscritti，　filza　321，c。495．
108　　1bid．，　c．522，533，545，563，577，582，599，606，611，615，619，623．
109　1bid。，　c．162，　ASF，　Mediceo　del　Principato，　mza　616，　inserto　19，　c．296r．
110　ASF，　Manoscritti，　filza　321，　c．175，78，177，182，186，190，198，206，217，222，227，　89，236，244，260，
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268，276，284，291，Mediceo　del　Principato，丘lza　616，　inserto　19，　c．295v．
Ibid．，　c．298r，　ASF，　Manoscritti，　filza　321，　c．176，180，183，187，191．
Ibid．，　c．191．
Ibid．，　c．162，192，199，207，　214，223，　Mediceo　del　Principato，　filza　616，　inserto　19，　c296r．
ASF，　Miscelianea　medicea，　filza　29，　inserto　18，　c．2v．
ASF，　Manoscritti，丘lza　321，　c．23，478．
Ibid．，　c．76．
Ibid．，　c．928．
Ibid．，　c．74，79，175，178，182，186，190，198，215，222．書記については，　F．　Angiolini，“Dai　segretari　alle
《segreterie》：uomini　ed　apparati　di　governo　nella　Toscana　medicea”，　in　Societ∂　e　storia，　voL　58，1992，
pp．701－720，　G．　Pansini，“Le　segreterie　nel　principato　mediceo”，　in　Carteggio　universale　di　Cosimo　1　de　’
Medici，　Firenze，　Giunta　1（1982），pp．　IX－XLIXを参照。
ASF，　Mediceo　del　Principato，　filza　201，　c．358．
ASE　Mediceo　del　Principato，丘lza　211，　c．59．
ジョヴァンニについては，ASF，　Manoscritti，　filza　321，　c．31，45，230，237，242，257，282，289，294，299，
302，305，311，320，324，327，332，340，344，349，359，371，393，399，411，419，426，434，441，447，450，458，
462，469，　473を参照。ベルナルドについては，ASF，　Miscellanea　medicea，　filza　264，　inserto　20，　c．14v，
Manoscritti，　mza　321，　c．692を参照。
ASF，　Manoscritti，　filza・321，　cc．296－297．未払いの給料の支払いであろう。
Ibid．，　c．309．
